
【取組内容】 生徒会広報班による学級新聞の作成（情報活用能力の育成）

鹿児島市立伊敷中学校（鹿児島県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

本校では、昨年度まで、学級毎に学級新聞を年間４号、
手書きで作成していました。
今年度より、情報活用能力の育成を図りつつ、更なる

学級新聞の充実を目指し、ＩＣＴ機器を活用した学級新
聞の作成にすることにしました。

発行時期のテーマに沿ったアンケートを、Google 
Formsで学級全員にアンケートを実施し、その結果を掲
載しています。

写真等を使用する場合は、掲載する写真データを担任
等と確認をしながら、掲載します。

学習支援ソフトを活用して、情報を整理したり、班員
で共有したりしながら、得られた情報を分かりやすく発
信・伝達したりするなど、求められている様々な種類の
情報活用能力を育成することにつながっています。
また、担任や学年職員の校正が入ることで、誤字脱字

だけでなく、文章構成の力や情報モラルについての育成
にも繋がっています。
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